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１ ホルモンについての問題である。以下の問いに答えなさい。 

問１ 下に示した表は、ホルモンについてまとめたものである。各空欄にあてはまる正しいものを選択肢から１つ選び記号

で答えなさい。同じものを複数回使用してもよい。 

 

分泌腺 ホルモン 働き 

視床下部 放出ホルモン・放出抑制ホルモン        ⑥ 

 

脳下垂体 

 

前葉 

 成長ホルモン タンパク質合成促進、血糖濃度を増加 

 甲状腺刺激ホルモン    ⑦ 

    ① 糖質コルチコイドの分泌促進 

後葉     ② 血圧上昇の促進、腎臓での水分再吸収の促進 

甲状腺   ③ 生体内の化学反応を促進 

副甲状腺 パラトルモン      ⑧ 

すい臓 Ａ細胞 グルカゴン グリコーゲンの分解を促進し、血糖濃度を上げる 

Ｂ細胞  ④     ⑨ 

副腎 髄質   ⑤ 血糖濃度を上げる 

皮質 糖質コルチコイド     ⑩ 

鉱質コルチコイド 血中のナトリウムイオンやカリウムイオンの調節 

 

選択肢【 ア. チロキシン イ. インスリン  ウ. アドレナリン  エ. バソプレシン  オ. 副腎皮質刺激ホルモン        

カ. タンパク質から糖を合成、血糖濃度を上げる  キ. 血中カルシウムイオン濃度を上げる  ク. チロキシン

分泌促進  ケ. ホルモン分泌の促進と抑制  コ. 骨の発育  サ. グリコーゲンの合成、血糖濃度を減少  】 

                           

                                           

問２ 問1の一覧表に、グルカゴンの働きとして「グリコーゲンを分解する」とあるが、グリコーゲンは体内のどこに存在

するのか、最も重要な臓器を１つ答えなさい。 

       

 

問 3 問１の鉱質コルチコイドの働きとして「血中のナトリウムイオンやカリウムイオンの調節」とあるが、例えばナトリ

ウムイオンの調節は、体内のどの臓器で行われているのか、最も重要なものを１つ答えなさい。 

        

 

問４ からだが体温低下を感知したとき、ある種のホルモンを分泌して、体内の熱発生量を増加させるが、そのホルモンを 

３つ答えなさい。 

    

 

問５ 成長ホルモンの働きとしてもう1つ重要なものを問１の選択肢から選び記号で答えなさい。 
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２  腎臓についての問題である。以下の問いに答えなさい。 

 

問１ 次の文章の（ ）内の言葉を選択して、正しい文章にしなさい。解答は、記号で答えなさい。 

腎臓には、心臓から出た血液の約（ ①  ア．20％  イ．15％ ）が流れ込んでいる。腎臓に入った血液は、糸球体

からボーマンのうにこしだされる。こしだされた液体を原尿というが、1日に約（② ア．250L イ．170L ）にも達

する。この原尿に含まれる（③ ア．グルコース イ．タンパク質）のすべては再吸収されるので、通常尿には含まれな

い。原尿は、細尿管などを流れ、必要なものが再吸収され尿となり腎盂に集まり、（④ ア．集合管  イ．輸尿管）を

経て膀胱に貯められる。 

尿を生成するネフロンは、1つの腎臓に約（⑤ ア．300万  ② イ．100万）個存在する。 

 

問２ 下に示した表は、ヒトの血しょう中と尿中の成分の質量％濃度を比較したものである。この数値からナトリウムイオ

ンとカリウムイオンの濃縮率を選択肢から選び、記号で答えなさい。 

       

   ヒトの血しょうと尿の成分比較 

成分 血しょう（％） 原尿（％） 尿（％） 濃縮率 

ナトリウムイオン 0.30 0.30 0.35 ① 

カリウムイオン 0.02 0.02 0.15 ② 

尿素 0.03 0.03 2.00 67 

 

選択肢 【 ア． 1.2  イ． 3.0  ウ．6.0  エ．7.5 】 
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３ 原子の構造と電子配置について、次の問いに答えよ。 

（１）記述①～④の（A）～（F）に入る用語を（ア）～（カ）から選べ。 

  

 ① 原子は、（A）と（B）からなる。 

 ②（A）の中の（C）と（D）の数の和を（E）という。 

 ③（C）は正の電荷をもっている。 

 ④（C）の数はそれぞれの元素によって決まっており、この数を（F）という。 

 

  （ア）原子番号 （イ）電子 （ウ）原子核 

  （エ）陽子 （オ）中性子 （カ）質量数 

 

（２）次の(a)～(ｆ)の原子について、問に答えよ。 

 

 (a) 2He  (ｂ) 3Li  (ｃ) 6Ｃ  (d) 12Mg  (e）16S  (f) 19K 

  

 ①価電子を 2個持つ原子はどれか。 

 ②価電子数の等しい原子はどれとどれか。 

 ③M 殻に電子を 6個もつ原子はどれか。 

４ 次の問いに答えよ。 

ただし、原子量は H＝1、C＝12、N＝14、O＝16、Na＝23、S＝32、Ca＝40とする。 

 

（１）次の物質の分子量、あるいは式量をもとめよ。 

 ①水 ②アンモニア  ③硫酸 ④炭酸カルシウム 

 

 

（２）二酸化炭素分子 3.0×1022個の占める体積は標準状態で何 Lか。 

 有効数字 2 桁で答えよ。 

 

 

（３）0.5 mol/L 水酸化ナトリウム NaOH 水溶液 80mL 中に含まれる水酸化ナトリウムの

質量は何 gか。 

 

 

（４）プロパン C3H8 11gを完全燃焼させた。この変化を化学反応式で表せ。 
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５ 次の問いに答えよ。 

ただし、原子量は H＝1、C＝12、O＝16、Na＝23とする。 

 

（１）0.1mol/L の酢酸水溶液の pH を求めよ。但し、酢酸の電離度は 0.010、温度は 25℃

とする。 

 

 

（２）水酸化ナトリウム NaOH 2.0g を完全に中和するのに、1.0mol/L の塩酸は何ｍL 必要か。 

 

 

（３）ヨウ化カリウム KI 水溶液に塩素 Cl2を加えると、ヨウ素 I2が生じる。 

 ①この酸化還元反応を化学反応式で表せ。 

 ②各原子の酸化数の変化をもとに、酸化された原子を答えよ。 

 

 

（４）硫酸酸性にした過マンガン酸カリウム水溶液とシュウ酸水溶液の反応は次の式で表

される。 

 ２KMnO4＋３H2SO4＋5(COOH)2 →２MnSO4＋8H2O＋10CO2＋K2SO4 

  

  0.05mol/Lのシュウ酸水溶液 10mLに濃度未知の過マンガン酸カリウム水溶液を少

しずつ滴下すると、8.0mL 加えたところで反応が完了した。この滴定に用いた過マン

ガン酸カリウム水溶液の濃度を答えよ。 

 

 

 

（５）次の①～④の事実をもとに、金属 A～Eをイオン化傾向の大きい順に並べよ。 

  

 ① Ｂ、Ｃ、Ｅは塩酸と反応したが、Ａ、Ｄは反応しなかった。 

 ② Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｅは硝酸と反応したが、Ｄは反応しなかった。 

 ③ Ｅは水と室温で反応したが、他は反応しなかった。 

 ④ Ｂの化合物の水溶液中にＣをいれたら、Ｂが析出した。 


